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平成 25 年５月 2９日(水)に、いわき市四倉支所にて「第２回 四倉地区海岸・漁港復興実行委員会」

が開催されました。４月２４日（水）に行われた第１回の委員会では、「防災緑地についての自由な意見

交換」と題して、防災緑地に必要な役割や機能、防災緑地の使い方などについて参加者の皆さんとの自

由な意見交換を行いました。 

今回のテーマは「防災緑地の整備方針の検討」です。前回のご意見を踏まえた計画案について、３つ

のグループに分かれて、防災緑地に必要な施設や動線、植栽などについてより具体的な意見交換を行い

ました。当日は 20 名の住民の方が出席され、真剣に思いを語り合い、とても中身の濃いグループ意見

交換となりました。かわらばんではその様子をお伝えします！ 

回 覧 

④漁港内の堤防計画について 

③意見交換と全体発表 

①本日の説明 

②前回のおさらい 

はじめに、いわき建設事務所石倉係

長より開会のあいさつがあり、その

後、コンサルタントより、本日の進め

方の確認、グループでの意見交換の方

法やルール、今後のスケジュールなど

についての説明がありました。 

各グループに分かれて防災緑地に必要な施設や、避難地・避難路を踏まえた

動線、津波に強く地域に適した植栽などについて意見交換を行い、それぞれの

シートに意見をまとめていきました。どのグループも白熱した議論を交わし、

有意義なグループ意見交換となりました。 

最後に、各グループの代表者が発表を行い、グループ内で話し合った内容に

ついて皆さんで情報共有を図りました。 

前回の意見について、おさらいを

行いました。防災緑地のにぎわい・

いやし・健康の各ゾーンに必要な機

能や施設とは何か？また、具体的な

植栽内容や災害時における避難路の

話など、前回皆さんで話し合った内

容について確認をおこないました。 

防災緑地についての意見交換に引き続き、小名浜港湾建設事務所より、四倉

漁港内の堤防計画についての説明がありました。 

説明後、意見交換の場が設けられ、堤防計画について自由に意見を述べてい

ただき、小名浜港湾に皆さんの思いが伝えられました。 

にぎわいゾーン 

いやしのゾーン 

健康ゾーン 

第 1回委員会で確認したゾーン配置 



 

 

 

Ａグループの主な意見 

【全体】「防災機能第一！」それがあってこその日常利用／

防災機能が弱まるなら広場は要らない／広い緑地だからこそ

維持管理が必要 など 

 

 

 

 
【にぎわいゾーン】防災機能を守った上でイベントを行う広

場があれば良い／駐車場が足りない・海側にも必要／駐車場

から海へ降りる管理用通路が必要／日本一長いベンチを置く

と面白い／人が多く集まるので照明灯が必要／トイレ・シャ

ワー棟／道の駅につながる橋があると良い など 

【いやしのゾーン、健康ゾーン】緑地沿いの市道は幅員が狭

く、生活道路に支障が出ないように利用規制も考える必要が

ある など 

【植栽】海側：耐潮性のあるもの（マツクイムシに強いクロ

マツなど 陸側：いわき市らしい植栽／目印にヤシ など 

B グループの主な意見 

【全体】トイレが必要／天端は緊急車両のために退避スペー

スを確保／観光情報も入れた案内板の設置 など 

 

 

 

 

 

 

【にぎわいゾーン】スロープでなく海岸へ直接アクセスでき

るルートを確保／駐車場の近くに広場が必要／駐車場から広

場へ直接アクセスできるルートを確保／子ども達が自然で遊

べると良い／既存の防潮堤は景観上好ましくないので撤去し

たい など 

【いやしのゾーン、健康ゾーン】防犯対策が必要／四倉中学

校の部活等での利用を考慮／園路の結節点に小広場を設置 

など 

【植栽】海側：イブキなどの低木により海への眺めを確保

（幹が太ければ防災機能は確保できる？） 陸側：サクラ並

木／部分的に刈り込みをした低木（トピアリー） など 

【その他】防災無線の欠点解消／四倉中学校の嵩上げ など 

C グループの主な意見 

【全体】明るく、施設の近くにトイレが２箇所必要／散策路

の舗装やメンテナンス、両脇の植栽の管理が必要／管理用通

路には転回スペースを確保／施設の素材は耐潮性のもの／逃

げ場となる高さがある四阿／散策路沿いの照明灯は木に隠れ

ないようにボラードタイプ／色々な使い方をする広場には背

の高い照明灯 など 

 

 

 

【にぎわいゾーン】砂浜へのスムーズな動線確保（イベント

時の資材運搬や緊急時のため・できれば４ｔ車通行可能） 

【健康ゾーン】健康遊具は分散配置が良い 

【植栽】管理のかからない樹木／四倉を生息区域南限とする

植物 海側：波が防げるもの／砂浜部分はハマゴウ   陸

側：親子や子供が植樹・管理できると良い／道路沿いはサク

ラ並木 など 

皆さん、お疲れさまでした！ 
熱い思いを共有できて、とても有意義
な意見交換になったと思います。次回
もよろしくお願いします！ 

【事務局より】 

【お問い合わせ先】 

福島県いわき建設事務所 

担当：菅野、橋本 

電話番号：0246-35-6075 

 


